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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】回収に多大な時間と労力を浪費することなく、
回収者の傷害を引き起こす事のないボール回収装置を提
供する。
【解決手段】筒体１１の両端には、それぞれ第１蓋体１
３と、第２蓋体１４とを設け、筒体内部に収容空間を形
成する。第１蓋体１３と第２蓋体１４との間には少なく
とも一つの環状体１７を環設し、第１蓋体１３と第２蓋
体１４および環状体１７は少なくとも一つの桿体１６に
よって連結される。制御部材１２は筒体１１に連結し、
使用者が握持し筒体１１を押して転がすことができる。
また、第２蓋体１４に環設されている弾性部材１５は、
少なくとも一つのボールを押し圧力で偏移移動させて収
容空間に押し込んで集積し、ボール回収の利便性を向上
する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
ボール回収装置において、
両端にはそれぞれ第１蓋体と第２蓋体とを設け、内部に収容空間を形成し、胴部は中空状
で、かつ間隔をおきに少なくとも一つの環状体を設ける筒体と、
前記筒体に連結する制御部材と、
を備え
各前記環状体は、少なくとも一つの弾性部材を設け、前記第１蓋体、前記第２蓋体及び当
該環状体は少なくとも一つの桿体によって連結されるを特徴とする、ボール回収装置。
【請求項２】
 当該弾性部材は、プラスチックシート、ゴムシート、スポンジ体、またはばねのいずれ
かの一つであることを特徴とする、請求項１記載のボール回収装置。
【請求項３】
当該弾性部材は、シート状弾性部材または環状弾性体のいずれかの一つであることを特徴
とする、請求項１記載のボール回収装置。
【請求項４】
前記第１蓋体は、さらに前記第１蓋体が筒体の一端に開放または閉合状態を制御する開閉
部を含めることを特徴とする、請求項１記載のボール回収装置。
【請求項５】
前記第２蓋体は、さらに前記第２蓋体が筒体の一端に開放または閉合状態を制御する開閉
部を含めることを特徴とする、請求項１記載のボール回収装置。
【請求項６】
前記第１蓋体は、さらに
複数の第１穴を有する第１制御板と、
複数の第２穴を有する第２制御板と、
を含め、
前記第２制御板は、当該第２穴が対応する第１制御板の当該第１穴を制御し、少なくとも
一つのボールを対応の当該第２穴と当該第１穴から取り出せることを特徴とする、請求項
１記載のボール回収装置。
【請求項７】
前記第２蓋体は、さらに
複数の第１穴を有する第１制御板と、
複数の第２穴を有する第２制御板と、
を含め、
前記第２制御板は、当該第２穴が対応する第１制御板の当該第１穴を制御し、少なくとも
一つのボールを対応の当該第２穴と当該第１穴から取り出せることを特徴とする、請求項
１記載のボール回収装置。
【請求項８】
前記桿体は金属、硬質プラスチックまたはアクリル部材のいずれかの一つであることを特
徴とする、請求項１記載のボール回収装置。
【請求項９】
前記制御部材は、さらに握持部を含めることを特徴とする、請求項１記載のボール回収装
置。
 
【請求項１０】
前記第２蓋体は、少なくとも一つの弾性部材を環設することを特徴とする、請求項１記載
のボール回収装置。
【請求項１１】
ボール回収装置において、
両端には第１蓋体と第２蓋体とを連結し、内部に収容空間を形成する筒体と、
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前記筒体に連結する制御部材と、
を備え、
前記第２蓋体は、少なくとも一つの弾性部材を環設し、前記第１蓋体と前記第２蓋体とは
中空状で、少なくとも一つの桿体によって連結されることを特徴とする、ボール回収装置
。
【請求項１２】
当該弾性部材は、プラスチックシート、ゴムシート、スポンジ体、またはばねのいずれか
の一つであることを特徴とする、請求項１１記載のボール回収装置。
【請求項１３】
当該弾性部材は、シート状弾性部材または環状弾性体のいずれかの一つであることを特徴
とする、請求項１１記載のボール回収装置。
【請求項１４】
前記第１蓋体は、さらに前記第１蓋体が筒体の一端に開放または閉合状態を制御する開閉
部を含めることを特徴とする、請求項１１記載のボール回収装置。
【請求項１５】
前記第２蓋体は、さらに前記第２蓋体が筒体の一端に開放または閉合状態を制御する開閉
部を含めることを特徴とする、請求項１１記載のボール回収装置。
【請求項１６】
前記第１蓋体は、さらに
複数の第１穴を有する第１制御板と、
複数の第２穴を有する第２制御板と、
を含め、
前記第２制御板は、当該第２穴が対応する第１制御板の当該第１穴を制御し、少なくとも
一つのボールを対応の当該第２穴と、当該第１穴から取り出せることを特徴とする、請求
項１１記載のボール回収装置。
【請求項１７】
前記第２蓋体は、さらに
複数の第１穴を有する第１制御板と、
複数の第２穴を有する第２制御板と、
を含め、
前記第２制御板は、当該第２穴が対応する第１制御板の当該第１穴を制御し、少なくとも
一つのボールを対応の当該第２穴と当該第１穴から取り出せることを特徴とする、請求項
１１記載のボール回収装置。
【請求項１８】
当該桿体は、金属、硬質プラスチックまたはアクリル部材のいずれかの一つであることを
特徴とする、請求項１１記載のボール回収装置。
【請求項１９】
前記制御部材は、さらに握持部を含めることを特徴とする、請求項１１記載のボール回収
装置。
【請求項２０】
前記第２蓋体は、少なくとも一つの弾性部材を環設することを特徴とする、請求項１１記
載のボール回収装置。
 
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は一種のボール回収装置に係わり、特に一種の中空状で環状弾性体を有する筒体に
おいて、ボールにより環状弾性体を圧迫し筒体に押し込んで収納するボール回収装置に係
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る。
【背景技術】
【０００２】
現在、経済力の向上につれて、人々は健康状態に対する関心も高くなり、レジャー運動が
幅広く注目される中、ゴルフ、野球、卓球、テニスなど各種のボールスポーツもこの潮流
に乗って、大衆の関心を集めされている。前記ボールスポーツは、大量な練習ボールで基
本動作を繰り返し訓練しなければならない。また、練習により大量なボールがコートに散
乱した、ボール回収作業係員が腰を屈めてボールを拾う作業の連続となる、または収納バ
ケツに集めて回収する必要があった。このような一個ずつボールの回収作業は、回収作業
係員に多大な時間と労力を浪費してしまい、多くボール回収作業係員の手が汚れるほか、
回収作業係員らは繰り返し腰を屈み動作をした結果、腰部がだるく痛みなど運動傷害を引
き起すとなる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】中華民国実用新案第Ｍ２８４４１２号
【特許文献２】中華民国実用新案第４９７４３４号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
前記手段は、中華民国実用新案第Ｍ２８４４１２号（特許文献１）のボール回収器具構造
において、周囲部は中空状で、所定間隔おきに複数の弾性線体を設けた収納バスケットと
、可動式脚架とを含め、該収納バスケットの両端には、それぞれ開放可能な上蓋と底蓋と
を設けて、収納バスケット内部に収容空間を形成し、該複数の弾性線体のかとう性により
、少なくとも一つのボールが収容空間に進入する後落ちないようにする。該上蓋と底蓋の
中央部にそれぞれ枢支孔を形成し、該可動式脚架の一端より延設される枢接架と組み込み
に供しており、該一端と対応する他端に把手を設けているため、この構造のボール回収機
能を実現する。さらに、該底蓋に組接孔を設けて、該可動式脚架に対応し延設する割りピ
ンの挿入接続に供する。引き続き、該把手を台座として該ボール回収器具を立てるように
ボール置き台に形成して、プレーヤーが該ボール置き台からボールを取得しやすいように
利用できるように開示されている。
【０００５】
このほか、中華民国実用新案第４９７４３４号（特許文献２）のボール回収器具において
、管体、伸縮ばね、アーチ、押し桿、ボール回収バスケット、半円筐体と、伸縮ひもを組
合せて構成する。主に該管部材上部にアーチ下部の端部に枢接し、該管部材上部の上方は
、アーチ下部の中間部位置は伸縮ばねによって連結し、アーチの押し下げと元位置復帰を
可能にして、該管部材の中間部に切欠きを設け、該下部の両側にきり溝を設け、筒体挟持
部を形成する。この筒体挟持部がボール回収バスケットを挟み込み、ボール回収バスケッ
ト後半円部の下方に半円筐体を枢接し、該半円筐体センター点の両側に、適切な距離を有
した複数の伸縮ひもを締め、該複数の伸縮ひもの他端とボール回収バスケット前半円部の
下部に適切な距離を有した複数の伸縮ひも穴を対称に設け、押し桿上部とアーチ上部が定
位されたブッシングとを固定し、押し桿の下部は管体の切欠きに沿って、内部に突き抜け
て筒体部より引き出し、半円筐体のセンター点に固定し、ボール回収バスケットを押し下
げて床に散らばった卓球を集める。両両成対の伸縮ひもの適切な距離と伸縮弾性により、
卓球の円弧部を沿って開口を開き、卓球をボール回収バスケットに滑り込んで回収した後
、両両成対の伸縮ひもは直線形状に戻り、卓球の落ちることを防止する。一方、アーチを
下方に押し下げる場合に、押し桿が適切な硬さを有するため、半円筐体を下方に押し下げ
て、これで、半円筐体が下部に対してボール回収バスケットを開き、卓球を自動に滑り出
し、卓球を高速、簡単に回収および自動に滑り出せることができるように開示されている
。
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【０００６】
本発明者は従来技術の様々な課題を解決すべく、多年にわたるこの分野の鋭意研究開発と
実務経験を重ねてた結果、一種のボール回収装置を提供し、前記した欠点を改善する実現
方式と根拠となる
　 
【課題を解決するための手段】
【０００７】
したがって、本発明の一つの目的は、前記従来技術の問題点に対して、運動する際に、コ
ートで使用されて打ち放しとなったボールが回収困難課題の解決を図るため一種のボール
回収装置を提供することにある。
【０００８】
本発明の他の目的により、一種のボール回収装置を提出する。このボール回収装置は、筒
体と、制御部材とを含める。筒体の両端にはそれぞれ第１蓋体と、第２蓋体とを設け、筒
体内部に収容空間を形成し、筒体の胴部は中空状で、かつ間隔をおきに少なくとも一つの
環状体を設け、各当該環状体は少なくとも一つの弾性部材を環設する。第１蓋体、第２蓋
体および環状体は、少なくとも一つの桿体によって連結される。制御部材は筒体に連結し
、使用者が握持し筒体を押して転がすことができる。
【０００９】
次に、前記筒体は間隔おきに少なくとも一つの環状体を設け、各環状体は弾性部材を環設
する。これによって、環状体の環状弾性体は、少なくとも一つのボールを収容空間に押し
込んで集積し、ボール回収の利便性を向上する。
【００１０】
そのほか、本発明はさらに一種のボール回収装置を提出する。このボール回収装置は、筒
体と、制御部材とを含める。筒体の両端にはそれぞれ第１蓋体と、第２蓋体とを設けるこ
とにより、筒体内部に収容空間を形成し、第２蓋体は少なくとも一つの弾性部材を環設し
、第１蓋体と第２蓋体の各環状体は中空状で、少なくとも一つの桿体によって連続連結し
て成形し、制御部材は筒体の両端にそれぞれ連結する。
【発明の効果】
【００１１】
前記説明したとおり、本発明によるボール回収装置は、以下に示す一つまたは複数の長所
を有する。
【００１２】
イ、 本発明に係るボール回収装置によって、環状弾性体を介してボールの位置を制限す
ることにより、筒体内のボールを集積の便利性を向上できる。
【００１３】
ロ、 本発明に係るボール回収装置によって、環状弾性体の押し圧力を介してボールを偏
移移動させて収容空間に押し込みおよび集積させることができ、そのうえ、運動する際に
、床に打ち放しとなったボールが回収困難課題を解決できる。
【００１４】
本発明に使用する技術特徴およびその効果を審査官にさらによい理解と認識を図るため、
好ましい実施例と図式を合わせて、以下のとおりに詳細説明する。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明のボール回収装置に係る実施態様図。
【図２】本発明のボール回収装置の好ましい実施例に係る部品分解図。
【図３】本発明のボール回収装置の好ましい実施例に係る部位組合せ図。
【図４】本発明のボール回収装置もう一つの実施例に係わる実施態様図。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
前記した本発明の技術内容、特長および効果については、以下の参考図面に沿ってのボー
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ル回収装置の好ましい実施例の詳細説明により明らかになろう。より容易な理解を図るた
め、同じ部材は下記実施例の場合に、同じ符号を表して説明する。
【実施例】
【００１７】
図１は、本発明のボール回収装置に係る実施態様図である。この図において、ボール回収
装置は筒体１１と制御部材１２とを含める。筒体１１の両端にはそれぞれ第１蓋体１３と
第２蓋体１４とを設け、第１蓋体１３と第２蓋体１４により、筒体１１内部にて収容空間
を形成する。第２蓋体１４は少なくとも一つの弾性部材１５を環設し、かつ第１蓋体１３
と第２蓋体１４は中空状で、筒体１１の胴部も中空状の様態となり、桿体１６によって連
結される。制御部材１２は筒体１１に連結し、制御部材１２は第１延設体（図示しない）
、第２延設体（図示しない）と、握持部１２１とを設ける。第１延設体は第１蓋体１３に
枢接し、第２延設体は第２蓋体１４に枢接し、握持部１２１は使用者の握持に供する。こ
れによって、使用者は制御部材を押して筒体を転がすことができる。
【００１８】
また、桿体１６は金属、硬質プラスチックまたはアクリル部材のいずれかの一つであって
も良い。弾性部材１５はプラスチックシート、ゴムシート、スポンジ体、ばねまたはその
他弾性を持つ部件のいずれかの一つであり、かつ弾性部材１５はシート状弾性部材または
環状弾性体のいずれかの一つであっても良い。第１蓋体１３はさらに開閉部を含め、この
開閉部は第１蓋体１３が筒体１１の一端に開放又は閉合状態を制御する。第２蓋体１４は
さらに開閉部を含め、この開閉部は第２蓋体１４が筒体１１の一端の開放又は閉合状態を
制御する。
【００１９】
そのほか、第１蓋体１３はさらに複数の第１穴を有する第１制御板と、複数の第２穴を有
する第２制御板とを含め、少なくとも一つのボールを対応する第２穴と第１穴から取り出
せるように、第２制御板は第２穴を第１制御板の第１穴に対応し制御する。第２蓋体１４
はさらに複数の第１穴を有する第１制御板と、複数の第２穴を有する第２制御板とを含め
、少なくとも一つのボールを対応する第２穴と第１穴から取り出せるように、第２制御板
は第２穴を第１穴に対応し制御する。
【００２０】
図２および図３を併せて参照する。図２は、本発明のボール回収装置の好ましい実施例に
係る部品分解図であり、図３は、本発明のボール回収装置の好ましい実施例に係る部品組
合せ図である。図２において、ボール回収装置は筒体１１と制御部材１２とを含める。そ
のうち、筒体１１の両端にはそれぞれ第１蓋体１３と第２蓋体１４とを設け、筒体１１内
部に収容空間を形成し、筒体１１の胴部は中空状で、間隔をおきに少なくとも一つの環状
体１７に連結し、第２蓋体１４と各環状体１７は少なくとも一つの弾性部材１５を設け、
第１蓋体１３、第２蓋体１４と各環状体１７の間には、少なくとも一つの桿体１６によっ
て連結される。筒体１１は円柱体を形成し、接触面の摩擦力を軽減し、使用者は制御部材
１２の握持部１２１を握持し、円柱体の筒体１１を推し進みながら筒体１１をすばやく転
がせて、省力の実用効果を実現できる。
【００２１】
床に散らばったボール２０を回収しようとするときは、制御部材１２の握持部１２１を握
持し、筒体１１を推し進みながら、筒体１１を転がせる。筒体１１の胴部は中空状で、か
つ間隔をおきに桿体１６に連結する。そのうち、環状体１７の間隔は、ボール２０直径よ
り少なめに大きく設けて、これらの環状体１７の間隔は、ボール２０の収容空間を進入に
提供する。桿体１６は金属、硬質プラスチックまたはアクリル部材のいずれかの一つであ
っても良い。
【００２２】
第２蓋体１４および各環状体１７は、少なくとも一つの弾性部材１５を環設し、弾性部材
１５はプラスチックシート、ゴムシート、スポンジ体、ばねまたはその他弾性部件のいず
れかの一つであり、かつ弾性部材１５はシート状弾性部材または環状弾性体のいずれかの
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一つであっても良い。これによって、もし弾性部材がシート状弾性部材の場合、複数のシ
ート状弾性部材を環状体１７に環設する。一方、もし弾性部材が環状弾性体の場合、環状
弾性体を環状体１７に設ける。それに、弾性部材１５は環状体１７の片側に設けるか、ま
たは環状体１７の両側に設けることができる。弾性部材１５は、これらのボール２０を押
し圧力で偏移移動させて収容空間に入り込む。されに、これらのボール２０によりこれら
の弾性部材１５を抑圧して収容空間に押し込んで集積し、ボール回収の利便性を実現する
。
【００２３】
そのほか、第１蓋体１３は筒体１１と一体化に成形し、第１蓋体１３を筒体１１の閉合端
とする。第２蓋体１４はさらに開閉部（図示しない）を含め、この開閉部は第２蓋体１４
が筒体１１の一端に開放又は閉合状態を制御する。そのうち、開閉部はねじ山を有する回
転部またはプッシュ式可動部材であり、いずれかの開閉部とも第２蓋体１４に対応できる
。ボール２０を収容空間に集積された後、使用者は開閉部を操作し第２蓋体１４を開けて
、これらのボール２０をバスケットまたはその他の収納具に収納し、これによって、使用
者が繰り返し練習を再開でき、使用の利便性を実現できる。
【００２４】
図４は、本発明のボール回収装置もう一つの実施例に係る実施態様図である。この図にお
いて、ボール回収装置は筒体１１と制御部材１２とを含める。筒体１１の両端にはそれぞ
れ第１蓋体１３と第２蓋体１４に連結し、筒体１１内部に収容空間を形成し、筒体１１の
胴部は中空状で、かつ間隔をおきに複数の環状体１７を設け、各環状体１７は少なくとも
一つの弾性部材１５と一つの桿体２６とを連結する。制御部材１２は筒体１１に連結し、
制御部材１２は使用者が握持部１２１を握持しながら、筒体１１を推し進み転がせる。環
状体１７の間隔は、ボール２０が収容空間を通過し進入するようにできるようにこれらの
環状体１７の間隔は、ボール２０直径より少なめに大きく設けている。これに、環状体１
７は金属、硬質プラスチックまたはアクリル部材のいずれかの一つであっても良い。これ
らの環状体１７は少なくとも一つの弾性部材１５と少なくとも一つの桿体２６とを連結す
る。これらのボール２０によりこれらの弾性部材１５を抑圧して収容空間に押し込んで集
積し、これらの桿体２６はこれらの環状体１７の支承に提供し、およびこれらの環状体１
７と第１蓋体１３と第２蓋体１４との支承にも提供する。これにより、本発明に係る装置
はボール回収の利便性を実現できる。
【００２５】
なお、発明を実施例するための最良の形態の項において具体的な実施例は、あくまでも本
発明の技術内容を明らかにするものであって、そのような具体例にのみ限定して狭義に解
釈されるべきものではない。本発明の精神および添付の特許請求の範囲内で変更して実施
することができる。
【符号の説明】
【００２６】
１１　　　　筒体
１２　　　　制御部材
１２１　　　握持部
１３　　　　第１蓋体
１４　　　　第２蓋体
１５　　　　弾性部材
１６　　　　桿体
１７　　　　環状体
２０　　　　ボール
２６　　　　桿体
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